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　当社では、災害時のインフラ復旧や障害物撤去などの重要

な役割を社会から期待されていることを深く認識し、長年培って

きた土木技術と全国の事業所網を活かして、地震をはじめとす

る自然災害が発生した場合には、「安否確認システム」を通じ

て従業員の安否を確認し、復旧支援体制を組んでいち早く現

場に駆けつけ、地元自治体等と連携して、道路を中心としたラ

イフラインやガス復旧工事などの復旧活動にあたっています。

　東日本大震災に際しては、被災自治体からの要請に対応し

て、資材提供や施工を行い、支援物資等を被災自治体、被災

従業員等へ寄贈しました。また、従業員からの募金と会社拠出

金を合わせ、被災自治体や被災従業員に義援金、見舞金を送

りました。さらに、2011年度新入社員34名を、研修の一環として、

3班、10日間ずつ被災地のボランティア活動に派遣しました。

　当社は、日本最大の自転車ロードレース競技「ツール・ド・北

海道」に、1989年の第3回大会から継続して協賛と自社チー

ムの参戦を続けています。2010年の第24回大会は、函館市

営競輪場で開幕し、5日間で延べ636ｋｍを走破し、当社チー

ムは、個人総合2位、団体総合2位の好成績を収めました。こ

のほか、ツアー・オブ・ジャパン、ジャパンカップサイクルロードレ

ース等、シーズンを通じて数々の大会に参戦し、自転車競技の

振興をお手伝いしています。

　このほか、剣道部は各種大

会で連続入賞、テニス部は関

東実業団や全国実業団へ駒を

進めるなどの活躍を通じて、スポ

ーツ振興に取り組んでいます。

　当社は、スポーツ、学術・研究をはじめ国際交流等の寄付を

通じて、社会の期待に応えて

います。また、全国400以上

の事業所では、地域の祭礼

や町内会・子供会等の交通

安全、防犯活動等のイベント

に従業員が積極的に参加す

るとともに、多くの事業所で、

独自の清掃・環境整備活動

を自主的に実施しています。

社会性報告
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災害復旧支援活動

社会貢献活動

□災害復旧活動を積極的に取り組む姿勢はずっと続けていただきた
いと思います。（取引先）

□社会貢献活動の中で、各事業所独自で取り組んでいる活動の内
容をもっと知りたい。（従業員）

□社会とのコミュニケーションの中で地域住民との和を大切にする姿
勢に感動しました。（従業員）

□自転車競技チームは本当に立派な成績を残していて誇れることだ
と思うので、もっとアピールしてもいいのではないかと思いました。
（従業員）

アンケートより

□2010年度社会貢献活動の分野別支出額（東日本大震災を除く）

ツール・ド・北海道への協賛・参加

愛媛県今治市玉川町與和木での
秋祭り

大阪出張所での清掃活動

地域活性化・スポーツ振興への取り組み

地域とのコミュニケーション

地域社会の活動、
史跡・伝統文化保全

11％

被災地支援
3％

教育・社会教育
8％

環境
44％

NPOの基盤形成
1％

健康・医学、スポーツ
23％

社会福祉
3％

その他
6％

雇用創出
1％

　馬奈木先生には、過分な評価と貴重なご意見をお寄

せいただきまして厚くお礼申し上げます。

　当社は、企業理念である「確かなものづくり」の実現

を目指してCSR活動に取り組んでおり、当社の持つ技

術力を活かした環境貢献型の製品や事業プロセスで、

循環型の社会構築に貢献しています。馬奈木先生のご

指摘のとおり、今後は、東日本大震災からの復興が日本

全体の大きな課題です。そこで当社が担える役割は大

変大きなものであることを認識し、社会からの要請に耳

を傾けながら、復興支援の一翼を担っていきたいと考え

ております。

　今年度のレポートは環境・安全面での技術開発や対策

を中心に丁寧に報告しています。「NIPPOの事業」にお

いて社会全体のイラストの中でNIPPOが都市のインフ

ラストラクチャー形成に関わっているかを分かりやすく説

明しています。

　CSRに取り組む企業は、社会・環境問題などの改善に

つながるよう事業活動のプロセスを意思決定の段階から

見直すことが重要です。そして、社会・環境問題などの改

善につながるようなサービスを提供する必要があるとい

えます。CSRは経営戦略の性格をもつものであり、その

実践にあたっては、長期的な企業価値を考えた付加価値

の適正な配分を目的とするコーポレート・ガバナンスの枠

組みで捉える必要があります。NIPPOは、中温化合材や

遮熱性舗装の展開、都市ガスを利用した環境負荷低減型

のプラント設置を通して、このサービス提供を続けている

のだと理解できました。

　また、環境における大きな目標であるCO2排出量の削

減については、売上高にて除した値が6％削減と計画を

達成できています。石油などの多くの資源価格が上昇し

ている中で、さらに相対的に優位なガス化の使用燃料の

変更を積極的に進めることを期待しています。

　今後、東日本大震災からの復興のためにインフラスト

ラクチャーとして都市全体の設計を考えていく必要があ

ります。その際、CO2排出量を削減する舗装、太陽光発電

システム・燃料電池の設置を通して貢献していくのだと思

います。課題が大きくなるほどそれを解決したときのその

企業のやりがいを増やすことになります。今回のレポート

では、大規模地震時に路面の段差発生を抑制するＨＲＢ

（Hazard-Reducing Bed）工法が紹介されていました。

また、被災地に実際に資材提供や施工を行ったことも報

告されていました。次年度の報告書では、ぜひ積極的に

大震災復興支援としてどのような考え方で具体的に何を

行ったか報告して頂きたいと思います。現在のこの重要

な課題に対して、NIPPOがどのようにして「確かなものづ

くり」を通して社会基盤や産業基盤の形成に貢献してい

るか学びたいと思います。
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私たちの作業所では、役割分担を決め現場内の美化に努めるとともに、周辺道路の清掃を行っています。また、現場出入口に騒音振動計を設置し、工
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